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Abstract Flight season of Atrophaneura alcinous was compared between the lowland and 
mountain populations in the Kanto District, eastern Japan. Occurrence of the early stages in A. 
alcinous and its host-plant seasonality were also investigated in the field. In the lowland 
population of Fuchu (50 m in altitude), which uses Aristolochia debilis, adults are seen from late 
April to early October with four peaks of flight, while in the mountain population of Gotenba 
(800 m in altitude) using different host-plant species, Ar. kaempferi, adult flight occurred ‘from 
mid May to early September with two peaks, showing a high peak followed by a low one. 
Timing of occurrence of eggs and larvae approximately corresponded to the season of adult 
flight. For host plants, Ar. debilis had new and tender leaves throughout the season, while Ar. 
kaempferi grew new and relatively tender leaves during May and June and then stopped growing 
young veins and leaves. The results suggest that flight season of this butterfly depends not only 
on air temperature, but also on the adaptation to host-plant species showing different quality and 
phenology. 
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緒 


多く の 蝶 で は , 一 年 に お ける 成虫 発生 の 回 数 , すなわち 化 性 は 地域 変異 を 示し , 成長 や 繁殖 と と っ て 
有効 な 温 量 に よっ て 限定 され る (正木 ・ 矢 田 , 1988). 一 般 に 熱帯 域 に 生息 する 多く の 種 は 無 周期 型 と 
いわ れ , 休眠 に よっ て 生活 サイ クル が 中 断 さ れる こと は な い が , 温帯 域 に 生息 する 種 で は , 生活 サイ 
クル は 冬 の 休眠 に よっ て 中 断 さ れ , 周期 性 を 示す こと が ほとん ど で あ る . 休眠 は 日 長 や 温度 な どの 環 
境 要因 に よっ て 左右 きれ る が , 基本 的 に は 遺伝 的 差異 に 基づい て いる (Danks, 1987). 


ジャ コウ アゲ ハ Atrophaneura alcinous は , 日 本 で は 八重 山 諸島 か ら 本 州 に か け て 分 布 し , $ 亜 種 に 区 
別 き れる . 原 名 亜 種 zozs は 九州 より 北 に 分 布 し , FERREE LECAR. 成虫 の 発生 回 
数 や 個体 数 は 地域 に より , また 季節 に より 異な る よう で ある が , 詳し い 調 査 ・ 研 究 は ほとん ど な い . 
筆者 は 前 報 (Kato, 2000) に お いて , 本 種 の 遇 休 眠 誘 起 に 影響 する 光 周 期 と 温度 の 影響 を , 主 に 関東 地 
方 の 地域 個体 群 に お いて 実験 し た と ころ , 休眠 誘起 の 割合 は 地域 に より か な り 異 な る こと を 見 い 出し 
た . 短 日 日 長 で は 20C で も WC の ぃ ずれ の 温度 で も ほとん どす べ て の 個体 が 休眠 に 入る が , BAB 
長 で は 20'C と いう 比較 的 低い 温度 で は , 低地 に 生息 する 個体 群 と 異な り , 山地 の 個体 群 の 休眠 率 は 
有意 に 高かっ た . それ ゆえ , 発生 回 数 や 発生 個体 数 は 両者 の 間 で 異な る こと が 考え られ る . また , 関 
東 地方 で は 平地 と 山地 で は 本 種 が 利用 する 食 草 種 が 異な っ て いる の で , 休眠 率 の 差異 は 気象 適応 の み 
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な ら ず , 食 草 適応 の 差 で ある 可能 性 が 高い . 


本 研究 で は , 低地 と 山地 の 2 箇所 を 調査 地 に 選び , ジャ コウ アゲ ハ 成 虫 の 発生 消長 を 両者 の 個体 群 で 
比較 し た . 卵 や 幼虫 に つい て も 同様 に 調査 を 行ない , さら に 一 部 の 幼虫 を 採集 し て 持ち 帰り 飼育 し , 
WO RARE HEL. 





材料 と 方 法 
(1) 調査 地 


調査 地 と し て , 2 箇所 を 設定 し た . 一 つ は 東京 都 府 中 市 の 多摩 墓地 (標高 30m) な ら び に それ に 隣接 
する 浅間 山 (Fig 1A) CHS. 周囲 は 住宅 地 で あり , 所 々 に 公園 が 点 在 す る . も う 一 つ は 静岡 県 御殿 
場 市 の 乙女 峠 周辺 (標高 800 m) で ある (Fig. 1B). ここ は 箱根 の 一 隅 に 属し . ジャ コッ ウ ア ゲハ は 周囲 
の 山地 に も 多 産 する . 前 者 の 場合 , 墓地 の ある 区 画 に は 本 種 の 食 草 で ある ウマ ノ ス ズ クサ Aristolochia 
debilis が 生え る が , し ば し ば 墓 の 持ち 主 に より 刈り 取ら れる . 株 数 は それ 程 多 く な い . 後者 の 場合 に 
は , 調査 ルー ト に 設定 し た 道 の 両側 に オオ バウ マ ノ ス ズ ク サ Aristolochia kaempferi が 見 られ る . 特に, 
杉林 内 の 林 床 面 に は オオ バウ マ ノ ス ズ ク サ が 繁蔵 し て いる 場所 が 多い . オオ バウ マ ノ ス ズ ク サ は ウマ 
ノ ス ズ クサ より も 丈 は 高く な り , 慕 は 太く 葉 も 大 きく 硬い . 


Fig. 2 は 調査 地 付近 に お ける 2000 年 の 気温 の 変動 を 示し た も の で ある . グラ フ は 気象 庁 の 地域 気象 観 





‘er 


Fig. 1. Photographs of two survey sites. A: Tama Cemetery at Fuchu, Tokyo Prefecture. B: 
Otome Pass at Gotenba, Shizuoka Prefecture. 
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Fig. 2. Seasonal changes in air temperature in 2000 near the two survey sites. 


測 (アメ ダス ) 府県 毎時 月 表 (観測 所 名 : 府中 及び 御殿 場 ) より 作成 し た も の で ある . 府中 は 調査 地 と 
ほとん ど 同 じ 標 高 を が す が , 御殿 場 は 調査 地 よ り も 標高 が 約 100 m 低い 地点 に あり , 調査 地 の 気 温 は 
平均 約 IC 低い と 推定 され る . 調査 期間 中 の 平均 , 最高 お よび 最低 気温 は 御殿 場 の 方 が 府中 より も 約 
3-4°C 低かっ た . 


(2) 調査 方 法 


調査 は 多摩 墓地 で は 2000 年 4 月 か ら 10 月 に か け て , 乙女 峠 で は 同年 $ 月 か ら 9 月 に か け て , ほぼ 毎 
月 の 上 旬 , Pa, 下旬 に 各 1 回 行なっ た . 調査 時 間 は 午前 10 時 か ら 午 後 3 時の間 で あっ た . 晴 ま た 
は 明る い 曇 り の 時 に , 両 調 査 地 に お いて ルー ト を 決め て 歩き 回 り , 飛ん で いる 成虫 を ネッ ト で 捕獲 し , 
雌雄 を 記録 し 引 に マー ク し て 放し た . 幼生 期 に 関し て は 調査 ルー ト の 周辺 に 見 られ る 食 草 を 調べ , 卵 
や 幼虫 な ら び に その 齢 数 を 記録 し た . 齢 数 の 判定 は , 飼育 し た 幼虫 の 頭 部 の 大 き さ と 斑紋 に 基づい て 
行っ た ( 未 発 表 デ ー タ ).20'C, 16L-8D の 条件 下 で ウマ ノ ス ズ クサ を 与え て 飼育 し た 府中 産 幼 虫 の 頭 幅 
は , 1 齢 で 約 0.9 mm, 2 齢 で 約 1.2 mm, 3 ACH 2.0 mm, 4 齢 で 約 3.2 mm, 5 齢 ( 終 齢 ) で 約 4.1 mm CH 
る . 野外 で 観察 し た 幼虫 の 多く は 実際 に 頭 幅 を 測定 する こと は し な か っ た が , 肉眼 的 に 判別 は 可能 で 
あっ た . また , 斑紋 や 色彩 に 関し て も 観察 し て 齢 数 判定 の 参考 と し た . 1 齢 は 全体 に 赤褐色 で あり , 
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Fig. 3. Seasonal changes in the frequency of adult butterflies at two localities from spring to 
autumn in 2000. 


白 帯 を 欠い て いた が , 2 齢 以降 は 背 側 か ら 腹 側 に か け て 白 帯 を 持っ て いた . $ 齢 は 斑紋 の 点 で は 2-4 
齢 と 区 別 は 難し い が , 皮膚 が 光沢 を 有 し て いた . $ 齢 と 6 齢 は , 斑紋 や 色彩 か ら は 区 別 で き な か っ た 


(3) 幼虫 の 飼育 


FADER RAD, Sik b JERRARD, 一 部 の 幼虫 , 特に 亜 終 齢 
お よび 終 齢 の 幼虫 を 採集 し て , 準 自然 日 長 ・ 室 内 温度 で 飼育 し た . 食 草 と し て は 調査 地 で 利用 きれ て 
いる 食 草 種 を 与え た . WEL S, HAIER c HO RERE 2 aCe L 7e. 幼虫 の 齢 数 を 知る た め に は , 幼 
虫 の 頭 幅 を ノギス で 測定 し た . 
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Figs 4-5. Number of eggs and larvae of various instars. 4. Fuchu from April to October in 
2000. 5. Gotenba from May to September in 2000. 


結果 
(1) 成虫 の 発生 消長 
Fig. 3 に 示す よう に , 両 調査 地 で は 成虫 の 発生 回 数 時 期 , 個体 数 が 明らか に 異な っ て いた . 


府中 で は , 成虫 は 4 月 下旬 に 出現 し は じ め , 5 月 中 旬 に 第 1 の ピー ク を 示し た . 第 2 の ピー ク は 7 月 
上 旬 に 現れ , 成虫 は その 後 10 月 上 旬 に 至る まで 連続 的 に 見 られ た が , 8 月 中 旬 と 9 月 中 旬 に は 小さ ぃ 
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Fig. 6. Seasonality of Aristolochia debilis and early stages of Atrophaneura alcinous at Fuchu. 
A: Young shoot with new leaves, on one of which eggs are laid, in May. B: A stock 
with extended leaves in June. Young larvae are seen. C: A stock with a flower and 
young leaves in June, where a 5th instar larva is seen. D: Sth instar larvae on veins with 
grown leaves in July. E: Growing shoots with tender leaves in August. F: Small 
stocks on which larvae are seen in September. G: A small stock and 5th instar larva is 
feeding in October. 


ピー ク が 認め られ だ た. 雌 よ り も 雄 の 方 が 多少 個体 数 が 多かっ た . 


一 方 , 御殿 場 で は 成虫 は 5 月 中 旬 か ら 見 られ 始め 6 月 上 旬 に 第 1 の ピー ク を 示し た . 第 2 の ピー ク は 
8 月 下旬 で あり , その 高き は 第 ! の ピー ク よ り も か な り 低 か っ た . 第 ! の ピー ク で は 雄 の 割合 が 雌 よ 
り も ずっ と 大 きか っ た . 府中 の 場合 と は 対照 的 に , 成虫 の 個体 数 は ずっ と 多かっ た . 
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Fig. 7. Seasonality of Aristolochia kaempferi and early stages of Atrophaneura alcinous at 
Gotenba. A: Young shoots with new leaves in May. B: Growing leaf on which eggs 
are deposited in June. C: Growing shoots with tender leaves in June. D: A coiled 
shoot which ceased growing in July. E: A tough leaf, on which a 6th instar larva is 


feeding. F: Young and small leaves on which eggs and Ist instar larvae are seen in late 
August. 


(2) 卵 お よび 幼虫 の 消長 

Fig.4 に 示す よう に , 府中 で は , 3 月 中 - 下 旬 , 6 月 中 旬 , 8 月 中 旬 , 9 月 中 旬 に , 特に 多く の 卵 が 観察 
され た . FBS CI, 6 月 中 - 下 旬 , 8 月 下旬 に 卵 が 見 られ た が , その 数 は 府中 の 場合 より も ずっ と 少 
な か っ た (Fig. 5). 


一 方 , 幼虫 の 出現 時 期 や 数 に つい て は , 府中 , 御殿 場 と も 成虫 や 卵 の 消長 に 対応 する 結果 が 得 ら れ た 
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Table 1. Head capsule size and instar number of the larvae caught at two localities, and 
occurrence of non-diapause or diapause pupae when they pupated. 





Head capsule. 





Locality Date anes No. _ width pupation date ae a aoe 
min-max (mm) 
Fuchu Aug. 16 penultimate 0 - 7 ー ー 
last 9 3.78-4.15 Aug. 21-27 9 0 
Aug. 26 penultimate 0 = ー ー - 
last 5 3.87-4.25 Aug. 31-Sept. 6 4 1 
Sept. 15 penultimate 0 = = 7 = 
last 5 3.85-4.20- Sept. 17-21 0 5 
Gotenba July 30 penultimate 5 3.78-4.02 Aug. 12-20 0 5 
last 6 4.59-5.79 Aug. 5-10 0 6 
Aug. 11 penultimate 0 = E = = 
last 3 4.90-5.36 Aug. 21-27 0 3 











(Figs 4,5). 府中 で は , 7 月 か ら 10 月 まで は 連続 的 に 認め られ た . 御殿 場 で は 成虫 ・ 卵 同様 に 2 つの 世 
代 が 重なる こと が な か っ た . 特に , 府中 の 場合 と 異な り , か な り の 数 の 6 齢 幼虫 が 観察 され た . 


(3), 野外 幼虫 の 齢 数 と 遇 の 休眠 性 


府中 の 調査 地 に お いて は , 8 月 , 9 月 に 採集 し た 幼虫 の 頭 幅 は 約 3.8-4.2 mm CH), これ ら の 個体 は 
全て 幼虫 脱皮 を 経る こと な く , HEL? (Table 1). 8 月 中 旬 採 集 幼虫 か ら 生 じ た 遇 は すべ て 非 休眠 映 
Thok. 8 月 下旬 に 採集 し た 幼虫 も 1 頭 を 除き 全て 休眠 虹 と な っ た . し か し , 9 月 中 旬 に 採集 し た 
幼虫 は 全て 休眠 星 を 形成 し た . 


一 方 , 御殿 場 の 調査 地 に お いて 採集 し た 幼虫 の 頭 幅 や 脱皮 の 有無 は , 府中 の 場合 と は 異な っ て いた 
(Table1). 7 月 下旬 に 採集 し た 幼虫 の 頭 幅 は 幼虫 脱皮 の 有無 と 関係 し て いた . 頭 幅 が 約 3.7-4.0 mm の 
AAR VE SLR EC HR Lite dS, 約 4.5-5.7 mm の 個体 は 幼虫 脱 度 する こと な く 遇 化し た . 8 月 中 旬 
採集 の 幼虫 の 頭 幅 は 約 4.9-5.3 mm で あり , BRL UZ. 


(4) 寄主 植物 の 季節 変化 


府中 で の 食 草 で ある ウマ ノ ス ズ クサ は , 地上 部 は 冬 の 問 は 完全 に 姿 を 消し て いる が , 4 月 中 旬 頃 か ら 
地上 へ 新芽 を 出し 始め , 5 BE iz lees 30-40 cm の 長き に 伸び て ぃ る 株 が 見 られ た . この よう な 
柔らか い 若 葉 に は 卵 が 産み つけ られ て いる こと が 多かっ た (Fig. 6A). ウマ ノ ス ズ クサ は 以後 連続 的 
に 葉 を 出し て 成長 を 続け た が , 葉 が それ ほど 硬化 する こと は な か っ た (Fig. 6B). 調査 地 は 墓地 で あ 
り , 墓参 り の 人 々 に より 刈り 取ら れる こと が あっ た . し か し , 刈り 取り に より 若く 新しい 墓 と 葉 が 再 
び 伸 長 し て くる の で , 結果 的 に は 葉 の 質 は いつ も 良い 状態 に 保 た れ , 幼虫 が 多数 見 られ た . 3 齢 幼虫 
の 体 色 が 6-7 月 で は 黒色 (Fig. 6C), 8 月 で は 赤褐色 (Fig. 6D) の も の が 多かっ た が , これ は 気温 の 影 
響 で ある と 考え られ る ( 未 発表 観察 ) この 調査 地 で は 食 草 の 量 は 全体 的 に それ ほど 多く な い の で , H 
虫 に より 地上 部 が ほとん ど 食 い ぃ 尽く され て いる こと も し ば し ば 見 られ た . これ は 刈り 取り と 同じ 効果 
を 示し た . その た めも あっ て 新しい 葉 と 墓 は 季節 を 通じ て 見 られ (Fig. 6E), 9 月 や 10 月 に 新芽 を 出し 
た 小さ な 株 に も 5 齢 幼虫 が 見 られ た (Figs 6F, 6G). 


一 方 , 御殿 場 で は ウマ ノ ス ズ クサ は 全く み ら れ ず , ここ で の ジャ コウ アゲ ハ の 食 草 は オオ バウ マ ノ ス 
ズ ク サ で ある . 本 植物 種 の 地上 部 は 木質 化し て お り , 冬 で も 枯れ る こと は な い . オオ バウ マ ノ ス ズ ク 
サ は その よう な 部 分 また は 地下 部 か ら , 3 月 上 旬 頃 新 葉 を 出し 始め た (Fig. 7A) が , 林 床 で は その 時 
期 は 多少 遅かっ た . 5 月 か ら 6 月 に か け て は 新しい 墓 と 葉 を 盛ん に 伸ばし (Fig. 7B), 葉 も 比較 的 柔 ら 
DS, 成長 が 盛ん で あっ た . 卵 は 新 葉 の みな ら ず , 多少 成長 し た 葉 に も 産み つけ られ て いた (Fig. 
7C). 株 に よっ て は 約 10 m 位 の 高き の も の も 見 られ た だ た . 7 月 に な る と , Zl ORC BOF 
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旋 状 に な り (Fig.7D), 成長 が 止ま り , 葉 も 硬化 が 進ん で いた . 葉 の 硬化 は 日 当たり の よい 場所 に 生 
える 株 で 顕著 で あっ た . 7 月 下旬 -8 月 中 旬 , 特に 林内 の 株 の 成長 し た 葉 や 曹 に は 摂 食 中 の 6 齢 幼虫 の 
姿 が 見 られ た (Fig. 7E). し か し , 杉林 の 林 床 で は この 時 期 で も , 地下 茎 よ り 小 さ な 新 葉 が 出 て いる 株 
が 散見 され , この よう な 株 に は 8 月 下旬 に は 卵 や 若 齢 幼虫 が 観察 きれ た (Fig. 7F). 


議 RA 


本 研究 か ら , ジャ コウ アゲ ハ は 地域 個体 群 に より 発生 回 数 が 異な る こと が 明らか と な っ た だ . 低地 の 府 
中 で は , 成虫 は 4 月 下旬 より 発生 し , 以後 6 月 下旬 より 10 月 上 旬 ま で ほぼ 連続 的 に 見 られ , 少な く 
と も 1 年 に 4 回 の 発生 を 繰り 返し た . 一 方 , 山地 の 御殿 場 で は 成虫 の 発生 は $ 月 中 旬 よ り 始 まり , 6 
月 上 - 中 旬 と 8 月 下旬 に 発生 の ピー ク を 示し た . この よう な 発生 時 期 や 発生 回 数 の 違い を 引き 起こ し 
< 一 つの 原因 は , 両 地域 の 間 で は 気温 の 違い が 考え を られる. すなわち , 平地 より も 山地 で は 気温 が 多 
少 低い こと が 原因 で ある と 思わ れる . 成虫 の 発生 ピー ク の 間隔 が , 御殿 場 個体 群 の 方 が 府中 個体 群 の 
場合 より も 長く な っ て いる こと も 気温 の 差異 が 関与 し て いる も の と 推 窪 き れる . 府中 個体 群 に お ける 
発生 間隔 が 季節 の 進行 と 共に 短く な っ た こと も 気温 の 季節 変化 に よる も の で あろ う . し か し , この 考 
え を 確認 する に は , 成虫 の 発生 に 必要 な 有効 温 量 (正木 ・ 矢 田 , 1988) な ど を 調査 する 必要 が ある 


御殿 場 個体 群 で は 第 1 世代 目 の 成 虫 発生 の ピー ク は , 第 2 世代 目 の そ れ よ り も ずっ と 高かっ た . この 
原因 と し て 第 1 世代 の 幼虫 の 一 部 が , 長 日 日 長 下 で か な り 気 温 が 高い に も 関わ ら ず 休眠 由 を 形成 する 
こと が 考え られ る . この こと は , 7-8 月 に 採集 し た 亜 終 齢 や 終 齢 が 全て 休眠 山 と な っ た こと か ら も 明 
ら か で ある . 府中 個体 群 で は 9 月 に 野外 採集 し た 終 齢 幼虫 が 休眠 瑞 を 形成 し た の と は 対照 的 で ある . 
府中 個体 群 と 異な り , 御殿 場 個体 群 を 長 日 日 長 下 で 飼育 する と 部 分 的 休眠 が 誘起 され る (Kato, 2000) 
こと か ら も , こと の 個体 群 は 休眠 する 性 質 が 強い こと が 示唆 され る . 同様 の 部 分 的 休眠 は , ミカ ドア ゲ 
2\ Graphium doson, トラ フシ ジミ Rapala arata, ジョ ウザ ン シ ジ ミ Scolitantides orion, チャ マダ ラ 
セセリ Pyrgus maculatus な どの 日 本 産 蝶 類 で も 知ら れ て いる (藤岡 , 1972). お そら く , 何ら か の 環境 
の 悪化 . ま た は 予測 不可 能 な 事態 に 適応 し た 安全 を 見 込ん だ 生活 史 戦 略 と 考え を られ る (Tauber et al, 
1987). 


で は , 本 種 の 御殿 場 個体 群 に お ける 第 1 世代 目 に 生じ る 部 分 休眠 の 原因 は 何で あろ うか ? 御殿場 で 
は 府中 より も 気温 が 低い が , 発育 を 完了 で き な い ほど 低い と いう 訳 で は な い . 御殿 場 で も 9 月 の 平均 
気温 は ほぼ 20C CHA. 前 報 に お いて 示し た よう に , 飼育 実験 に お いて 長 日 条件 下 で も か な り の 休 
眠 が 誘導 され る 個体 群 は みな オオ バウ マ ノ ス ズ ク サ を 利用 し て いる . ウマ ノ ス ズ クサ を 利用 し て いる 
個体 群 で は , 長 日 下 で は ほとん ど 休 眠 遇 が 形成 され な か っ た . それ め ゆえ, この 部 分 休眠 と 寄主 植物 利 
用 の 関係 は 極め て 密接 で ある と 思わ れる . 本 研究 に お いて 明らか に な っ た よう に , 低地 個体 群 で 利用 
され て いる ウマ ノ ス ズ クサ は , 葉 が 柔らか く , 発生 期間 中 いつ で も 新 葉 を 伸ばし て いる . この こと は 
季節 を 問わ ず , 寄主 植物 が 幼虫 の 摂 食 や 成長 に と っ て 最適 な 状態 に ある こと を 示し て いる . し か し , 
山地 個体 群 で 利用 され て いる オオ バウ マ ノ ス ズ ク サ は それ と は 対照 的 な 性 質 を 持っ て いる . すなわち , 
葉 が 比較 的 硬く , 夢 の 成 長 が 起こ る の は 主 に 6 月 まで で あり , その 後 は 成長 が ほとん ど 止 り , 葉 が ま 
すま す 硬 く な る . これ は 幼虫 の 摂 食 や 成長 に は あま り 適 当 と は いえ な い 状 況 もそ もたらす こと に な る . 
その た め に , 夏 に も 関わ ら ず , か な り の 幼虫 が 休 眠 映 を 形成 する の で あろ う . 野外 デー タ で も , 御殿 
場 個体 群 で は , 成虫 発生 の 間隔 が 府中 の も の より も 長い の も , 気温 も 原因 と な っ て いよ う が , 寄主 植 
物 の 葉 の 硬 き と 栄養 の 低 さ に 原因 し て いる 可能 性 が 高い この よう な 寄主 植物 に 対す る 適応 は , オオ 
バウ マ ノ ス ズ ク サ と 似 た 季節 変動 を 示す ウマ ノ ス ズ クサ 属 を 寄主 植物 と する アオ ジャ コウ アゲ ハ 
Battus philenor (Rausher, 1981; Sims & Shapiro, 1983a, 19835) で も み ら れ て いる . 


本 野外 調査 で 7-8 月 に 採集 し た 御殿 場 個体 群 の 幼虫 は , 府中 個体 群 の 幼虫 と 比べ て 終 齢 の 頭 サ イズ が 
か な り 大 きく , SHCA l OHS CHET ZEOLHMANS. 御殿 場 の 幼虫 を , 実験 的 に オオ バウ 
マ ノ ス ズ ク サ で は な く ウ マ ノ ス ズ ク サ で 飼育 し た と ころ , 全て SHI CHHEL, 遇 の サイ ズ も 低地 産 の 
も の と 違い は な か っ た (Kato, 2000). それ め ゆえ, 御殿 場 産 幼 虫 が 野外 に お いて 6 齢 を 経過 する こと は 
内 因 的 な も の と いう より は , 寄主 植物 の 質 の 悪 き に 原因 が ある と 思わ れる . 現在 まで に , この よう な 
食物 の 質 の 悪 き が 幼虫 の 摂 食 や 成長 の 低下 を も た ら す こと は 種々 の 食 植 性 の 鱗 門 目 昆 昌 に お いて 明 ら 
か に され て きた (Slansky, 1993) ジャ コウ アゲ ハ に お いて も この よう な 関係 の 存在 を 示す 毛 食 実験 が 
進行 中 で ある . 
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本 研究 に お いて 調査 し た 地域 で は , 観察 で きた 成虫 の 個体 数 と 幼生 期 の 個体 数 の 関係 は 対照 的 で あっ 
Te. 


府中 個体 群 で は , 成虫 の 数 より も 幼生 期 の 数 の 方 が ずっ と た くさ ん 観察 され た の に 対し て , ARGH 
体 群 で は 幼生 期 の 数 より も , 成虫 の 数 (特に , 第 1 世代 目 ) の 方 が ずっ と 多かっ た . この こと は お そ 
らく , 生息 地 に お ける 寄主 植物 の 量 や 分 布 の 仕方 に よる の で あろ う . 前 者 で は , 寄主 植物 の 量 も 少な 
く , その 結果 , 成虫 に よる 産卵 が それ ら に 集中 し た た めで あろ う . SHOR, 発見 効率 は 極め て 高 
か っ た と 思わ れる . それ に 対し て , 御殿 場 の 調査 地 で は 調査 ルー ト の 周辺 以外 に も 大 量 の 寄主 植物 が 
分 布 し , その 結果 , 成虫 に よる 産卵 も 分 散 し て いた た めで あろ う . それ め え を , 個体 群 は 大 きい に も 関 
わら ず , 限ら ち れ た 時 間 と 労力 で は 発見 効率 は 極め て 低かっ た も の と 思わ れる . この よう な 成虫 に よる 
産卵 の 偏り は , 蝶 採 集 家 に より し ば し ば 経験 きれ る と ころ で ある . 
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Summary 


(1) Flight season of Atrophaneura alcinous was compared between the lowland (Fuchu, 50 m in 
altitude) and mountain (Gotenba, 800m in altitude) populations in the Kanto District, eastern 
Japan. 


(2) Air temperature (mean, maximum and minimum) was a little lower in the mountain area of 
Gotenba than in the lowland of Fuchu. 


(3) In the lowland population, adults were seen from late April to early October with four peaks 
of flight, while adult flight occurred from mid May to early September with two peaks, showing a 
high peak followed by a low one. 


(4) Occurrence of the early stages in A. alcinous was also investigated in the field. In both 
lowland population, which uses Aristolochia debilis, and mountain population using Ar. kaempferi, 
timing of occurrence of eggs and larvae approximately corresponded to the season of adult flight. 


(5) For the larvae of the lowland population, final larval instar was fifth in most cases, while for 
those of the mountain population it seemed to be 6th. 


(6) In the lowland population, larvae caught in mid August in the field pupate to produce 
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non-diapause pupae, and those caught in mid September to produce diapause pupae. For the 
mountain population, larvae caught in both late July and mid August inevitably produced diapause 
pupae. 

(7) For host-plant seasonality, Ar. debilis had new and tender leaves throughout the flight season, 
while Ar. kaempferi grew new and relatively tender leaves during May and June and then stopped 
growing new veins and leaves. 


(8) The results suggest that the flight season of this butterfly depends not only on air temperature, 
but also on the adaptation to host-plant species showing different quality and phenology. 
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